
武力紛争を体験しない世代が続くのは素晴

らしいことだが，世界的には，そうは言えな

い。戦争体験談を語り伝えていくことは，市

民生活レベルで戦争を語ることであり，私生

活レベルで戦争を捉えることである。21世紀

を担う現中学生が戦争体験を語り継ぐことの

意味は，そこにあると考える。

ところで，公民学習は社会構造を知り，も

のの考え方や社会的な行動力を自分で身につ

けていく学習である。

以上の理由により「平和を考え，主体的に

行動する生徒を育む公民学習」をテーマに設

定した。

本単元において「平和を考え，主体的に行

動する生徒」を次のように考えた。

「激動の戦時を生き抜こうとした人々の努

力や生き抜くことの難しさを多面的・多角的

にとらえ，自分なりに考え，自己との関わり

と意味づけ，平和に対する思いを地域社会に

発信すること」とする。

平和を自分で考え，行動することができる

21

20世紀を振り返って見る時，最大の出来事

は，第二次世界大戦だと思う。文字どおり世

界中を戦争に巻き込んだからである。

第二次世界大戦では，軍人軍属に限らず民

間人もが大量に殺戮され民家も破壊された。

一切を消滅させる最低最悪の兵器，核兵器が

開発され実際に使用された。第二次世界大戦

を契機に武力紛争は壊滅戦となっていった。

現在も世界の各地で頻発している武力行使を

駆逐することは，世界的な緊急課題であると

思う。

1977年に出版され，ベストセラーとなった

「ガラスのうさぎ」の新刊のあとがきに著者

はこう書いている。「わたしははっとしまし

た。この作品を出版したころは，読者である

子供たちのご両親やおじいちゃん，おばあち

ゃんが質問や疑問に答えてあげることができ

ました。でも今は，大人たちの多くが戦争を

知らない世代へと代がわりをしているので

す」。

そこで，中央中学の生徒に戦争体験談に関

するアンケートを実施した。

戦争の体験談を聞いたことのある生徒は，

学年111名中45名であり半数にも満たない。

その理由は「あまり話題にならない」6名，

「話題にすると苛々した表情になる」2名，

「戦争を知っている人が身の回りにいない」

49名，「怖い」3名，「年老いて忘れてしまっ

たから」3名であった（資料1）。

●優秀賞

平和を考え，主体的に行動する生徒を育む公民学習
─21世紀へ語り継ぐ地域の戦争体験―

愛知県碧南市教育委員会 金子てる子

1 主題設定の理由

かね こ

2 研究の目標

●資料1／戦争体験を聞いたことがない理由
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中学生を育むには，次の二つの観点が必要で

あると考えた。

（1）生徒の意識変革を主眼にした学習過程
平和や生命の尊さを体験的に語れる人が身

近にいることに気づき，私生活レベルで戦争

と平和を捉え直させることが必要である。

それには，疑問を粘り強く追及し，さまざ

まな角度から事実を把握し，自分の「思い」

を作り上げていく指導が要求される。

（2）取材活動とメディアの活用とが調和した

単元構成
今回改訂された社会科学習指導要領では，

「様々な資料を適切に収集し，選択して」「適

切に表現する」能力の育成が求められている。

自分の平和への「思い」をメディアを活用し

て，発信できるように生徒を支援していく必

要がある。

以上，二つの観点を踏まえ，目標を明確に

するために資料2に示すような「めざす生徒

像」を設定した。

（1）研究の仮説
資料2に示した「めざす生徒像」に迫るた

め次のような仮説を設定した。

①平和への興味・関心を喚起する学習過程の

設定と課題追究を図るための取材活動を組み

込んだ平和学習単元を構想すれば，平和を自

分で考えることができるだろう。

②平和への思いや感動，心の揺れや高まりを

戦争体験記や戦争童話に結実させ，発信する

ことで，平和創造に生かす行動力を身につけ

ることができるだろう。

（2）研究実践の具体的な手だて
研究の仮説を受けて，以下の手だてを考え

た。

ア　平和学習の単元設定

授業に入る前に，生徒に「平和な日本に生

きていてどう思うか」と聞いてみた。「平和

は当たりまえ」「平和でよかった」「戦争はし

てもいい」と答え，「戦争は絶対してはなら

ない」「平和は尊い」と答えることは少ない。

さらに「平和のために自分で何かしたいか」

と投げかけると，学年の３分の２の生徒は

「何もない」と答えた。生徒にとって「日中

戦争」「太平洋戦争」は，教科書に書いてあ

る出来事であり，身の回りで実際に起きたこ

とだとイメージできないため，戦争や平和へ

興味や関心を持つことも少ないのではなかろ

うか。そこで，本単元では，地域にある戦争

体験や資料を生徒が直接入手することで，生

徒たちの興味・関心を喚起するようにした。

また，戦争体験者の多くが高齢期にさしか

かり，体験談や資料が失われつつあることか

ら，自分たちのできることは何かを問い，平

和社会への発信者とさせたいと考え，平和学

習単元「21世紀への贈りもの」（資料3）を策

定した。

3 研究の構想

●資料2／めざす生徒像
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平和学習「21世紀への贈りもの」単元構想（12時間完了＋ゆとりの時間） 

単元の目標 ・地域の高齢者から戦争体験談や資料の収集・分析活動と課題追 
　求学習を通して，平和の意義を実感する。 
・主体的に平和を考え，地域に発信する。 

「にんげんをかえせ」を知ろう 
・戦争の記録から戦争の惨禍を確認 
　する。 
・十フィート運動について知る。 

☆被爆者である広 
島・長崎の人々の 
願いを考えさせ 
る。 

学　習　過　程 留　意　点 

中央学区の戦時を集めよう 
・戦争体験談を収集する方法を話し 
　合う。 
・学区の高齢者に依頼文を届ける。 
・戦争体験談・資料を集める。 

☆戦争を語れる高 
齢者が身近な地域 
にいることに気づ 
かせる。 

戦争体験談や資料から平和を追求し 
よう 
・収集した戦争体験談や資料を分析 
　し，疑問点を書き出す。（課題設定） 
・取材活動や身近な資料から中央中 
　学区に残された戦時についての課 
　題を追求する。 

☆収集した戦争体 
験談や資料から課 
題を設定させ，資 
料提供者に取材に 
協力を得ながら， 
課題を追求させ 
る。 

平和を考えよう 
・戦争体験者の体験や生き方につい 
　て，話し合う。 

☆出会った戦争体 
験者の思いや考え 
について自分の思 
ったことを自分の 
言葉で表現させ 
る。 

戦時を伝えよう－「21世紀への贈り 
もの」を配本しよう 
・地域の資料提供者の高齢者の人々 
　や配本希望者を訪問し配布する。 
・感想を聞く。 

☆貴重な資料本の 
完成を高齢者の方 
々に共に喜んでい 
ただく。 

戦時を伝えよう２－資料から戦争童 
話を創作しよう 
・資料を集めて，わかったことや感 
　動した事を小学生にも伝わる童話 
　に創作していく。 

☆４～５人で資料 
を基にした戦争童 
話創作活動を進め 
る。 

戦時を伝えよう１－戦争体験談や資 
料をワープロで脱稿して製本しよう 
・人々によくわかるような編集をす 
　る。 
・カットや写真のレイアウトも工夫 
　する。 
・タイトルも考えよう。 

☆収集した戦争体 
験談や資料を全員 
でワープロ打ちを 
進めさせる。わか 
らない語句は調べ 
たり，再取材をさ 
せる。 

【社会】 
「平和主義」 
（１時間） 

【社会】 
「平和な地球 
をめざして」 
（１時間） 

★ゆとりの時 
間（α時間） 

【社会】 
「情報化社会」 
（３時間） 

★ゆとりの時 
間（α時間） 

★ボランティ 
ア活動 

【社会】 
「情報化社会」 
（３時間） 

教科 

平

和

を

地

域

に

発

信

す

る

段

階

 

平
和
を
追
求
す
る
段
階 

平
和
に
関
心
を
高
め，
課
題
設
定
を
す
る
段
階 

【社会】 
「平和主義」 
（１時間） 

★ゆとりの時 
間（α時間） 

★ゆとりの時 
間（α時間） 

【社会】 
「平和な地球 
をめざして」 
（３時間） 

●資料3／「21世紀への贈りもの」
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このことで，地域にも戦争の事実が残って

いるのではないか，自分たちの足でそれらを

収集することができるという興味・関心が高

まり，次時の地域の戦争資料収集活動に取り

組むモラールが高まった。

（2）地域の戦争体験談・資料を収集する生徒

たち─「中央学区の戦時を集めよう」の

活動
第二時では，「中央学区に残る戦時」をテ

ーマに話し合った。

資料6のＢ男の発言から，戦時が急に身近

な問題に変わり，地域の戦時収集へ発展して

いった。そこで，生徒が地域の高齢者の方々

に「戦争体験談や戦争資料提供のお願い」を

出すことになった。

時」という課題学習に必要な資料であり，同

時に太平洋戦争・日中戦争と自分の生活との

つながりが見える学習教材である。

生徒一人ひとりの戦時への思いや心の揺れ

を大切にし，次の活動への目標や課題を設定

し，さらに発展させるため，ポートフォリオ

を活用する。

イ　メディアの活用

手紙やはがき，FAX，マスメディアなど

場に合った手段を考えて用いる。コンピュー

タを活用して戦争資料の収集・加工・発信を

する。

ウ　生徒の思いを重視する問題解決学習

収集した戦時中の写真や軍事郵便，召集令

状，死亡通知などは「中央学区に残された戦

（3）実践検証の指標とする生徒
資料4に示したＡ子とＢ男の様子を追って

いくことで実践の有効性を検証したい。

（1）戦争の記録を知る生徒たち─「にんげん

をかえせ」を知ろう

単元導入で，原爆記録映画「にんげんをか

えせ」を視聴した。

視聴後，被爆で命を失った愛知県出身者の

名前が刻まれた石塔の写真を教材提示機で見

せ，この地域にも被爆者がいることに注目さ

せた。原爆の被害者が身近にいたことに生徒

は驚いた。また，このフィルムが市民の手に

よる10フィート運動によって完成したことに

ついて説明を加えた。

多くの生徒はＡ子のように身近な戦時に興

味をもち，10フィート運動へエールを送って

いる（資料5）。

Ａ子： アンケートに「平和であることは当たり前」と答え，「戦争を知っている人が身の回りにいない」 
ため，戦争の体験談を肉声で聞いたことがない。平和への関心，意識を高め，その大切さを実感さ 
せたい。家庭にはコンピュータがあり，メディアの知識はあるので，情報収集・加工についての活 
躍が期待できる。 

Ｂ男： 授業で，黒板の文字をノートに書き写す学習を進めているが，文字の意味を理解できないことが多い。 
自分の考えを文章にすることもできない。平和学習を通して，自分の思いを表現させたい。 

●資料4

4 授業実践の内容─3年公民・平和

学習「21世紀への贈りもの」
●資料5／「にんげんをかえせ」の視聴後のＡ子の感想

　すごく生々しくて，痛そうだった。目をつ 
いそらしてしまうビデオだったと思う。名古 
屋の学生が動員され広島で被爆したとは知ら 
なかった。（略） 
　また，自分たちが被害を受けておきながら， 
お金を１人3000円ずつ出し合って，10フィー 
トずつアメリカからフィルムを買い戻す運動 
もすごい。 



Ｂ男は，母親の知人が戦争体験者で，幼い

頃から話を聞く機会があった。FAXで「戦

争体験談や戦争資料の提供のお願い」をし，

校区外のＴさんにFAXで体験談を送っても

らった。

12月までに，73人，年齢幅は62歳から92歳

の高齢者の方々の戦争体験談，戦争中の写真

13枚，１人の兵士の軍事郵便15通，入隊の心

得３点，死亡通知書５通，満語練習帳３冊，

貯金通帳１冊，満州開拓帳１冊の戦争資料が

集まった（資料7）。

身の回りに戦争体験者のないＡ子は，すぐ

には自分では聞き取りや資料を集められなか

ったが，満州から家族に宛てた15通のはがき

に興味を持ち，その読解を始めた。

（3）戦争体験者に取材活動を重ねる生徒─

「平和を追究しよう」

収集した資料や体験談を一人調べで吟味・

分析を進めた。この過程で戦後50年に生きる

生徒の中に新たな疑問点や思惑が次々と生ま

れてくることになった。そこで各自の課題を

設定し，その課題解決を取材活動を通して行

った（写真1）。

A子もまた，軍事郵便を提供してくれたＭ

さんを再三尋ね，Ｍさんが碧南に住むように

なったのは，1944年12月のことであり，その

頃名古屋は空襲が激しくなってきたこと，慰

問袋に家庭の写真やエボナイトのひげそりを

入れて送ったこと，検閲で塗りつぶされた軍

事郵便があったこと，戦後の家族の動向など

を聞き出してきた（資料8）。

25

教　師 みんなの中央学区の戦時を集めるのにどうしたらいいのかな。 
Ｂ　男 ぼくの知っているおじさんから満州の戦争の話を聞いたことがある。 
生徒２ 僕のおじいさんはやっぱり同じ満州で，戦争中に亡くなったと聞いている。 
生徒３ 私のおばあさんも当時，満州にいたという。でもあまりそのことを話したことがない。 
生徒４ 戦争に行った人に直接話を聞き出す。 
生徒５ あまり話してもらえないと思う。 
生徒６ 戦争中の写真とかはがきとか貸してもらえばいい。 
生徒７ いっせいに「お願い文」みたいにして資料提供をお願いしたらたくさんの資料が集まる。 
生徒８ まず，自分の家のおじいさんやおばあさんに頼んで，それから，地域の人にもお願いしていけば 

いい。 

●資料6／第２時　「中央中学の戦時を集めよう」授業記録

●資料7／収集した戦争資料の一部

●写真1／戦争体験者に取材活動を行なう生徒
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（4）戦争体験者の思いを語り合う生徒─平和

を考えよう
この段階で，生徒のポートフォリオを読む

と，戦争の事実や因果関係，戦争体験者自身

の感想などが詳細に記録されていた。そこで

「中央学区に残された戦時」について調べた

ことを報告し合うよりも「出会った戦争体験

者の体験をどう思うか」と問いかけたほうが

生徒たちのストレートな思いを引き出せると

考え，話し合いを始めた。

資料9のＣ男のように，実際に中国人へ乱

暴してきたことを反対する意見など戦争の理

不尽さが多く出された。Ａ子は満州戦地に生

きる兵士への思いを語った。どの生徒も自分

の言葉で戦時への思いを伝え合い，戦争体験

者の戦後の生き様にまで触れている。

（5）平和を発信する生徒─「戦時を伝えよう」，

『21世紀への贈りもの』・戦争童話の制

作と配布活動
戦争体験者が急速な高齢化をしていくとい

ったＥ男の意見を取り上げ，戦争の20世紀か

ら，「21世紀に残していきたいものは何か」

「みんなの手で平和を伝えていく方法はない

か」と生徒へ問題を投げかけた。

自分たちで戦争資料を収集したり，戦争体

験者からの取材活動で課題を追求し，解決で

きたという確信が，集められた資料を発信し

たいというさらなる「思い」に発展していっ

た。

１月から社会科の授業とゆとりの時間を使

って，３年生徒全員で戦争体験談をワープロ

打ちする活動を進めた。

次に，生徒は４～５人のグループで戦争童

話の制作に入った。動物の世界にたとえた戦

争，戦中の人々から見た21世紀の世界，世界

平和のひみつなど工夫された童話が出来上が

った。Ａ子はグループの中心となって「55年

前のはがき」と題し，少年がはがきをもとに

祖父の知人を尋ね，その兵士（祖父）の心情

　戦地満州からのはがきが15通もある。これが55年も前の 
はがきかと思うととても大切なものと感じる。何が書いて 
あるのか。くせ字でこれではぜんぜん読めない。 
　まず，届いた順番に読んでいくことにした。 

11月22日 

　11月というのに既に零下０度，冬は零下30度の寒さとい 
う満州。雪が降っても解けない。手はひびやあかぎれで痛 
くて，今までの日本での生活を温室と感じている。Ｍさん 
のご主人の任務は工兵として，道路づくりや軍営を建設す 
ることにあったそうだ。満州第2634部隊の写真を見せても 
らった。体が大きく，頑丈で工兵としては優秀だったとい 
うことだ。 
　はがきに出てくる内地とは日本本土のことで，外地とは 
満州のことを意味することも分かった。今とはぜんぜん違 
う内容や言葉がどんどん出てくる。 

11月30日 

　慰問袋とは何か，検閲責任者とはどういうことか，はが 
きがところどころ塗りつぶされているのはどうしてか，Ｍ 
さんに聞いてきた。 
　慰問袋とは，戦地にいる兵隊さんに，必要な煙草・かみ 
そり・針や糸・手帳・家族の写真などを入れて送ったもの 
だそうだ。かみそりはエボナイトと金物があって，金物が 
よい。また，当時送るために写真屋で撮った家族の写真を 
見せてもらった。子供のセーターはスカートは全部手作り 
で，新川に疎開してから，毛糸をとるために羊も飼ってい 
たそうだ。疎開したのが1944年12月，名古屋の空襲がとて 
も激しくなってきたからだそうだ。 
　当時のはがきは軍の検閲を受けたという。軍に関するこ 
とは全部塗りつぶされている。プライバシーも何もない。 
今のようにはいかないんだ。 

12月７日 

　Ｍさんの子どものことを聞いた。３人の子どもがいて， 
お腹にまだ１人いたそうだ。昭和20年３月に新川に疎開し 
てきて，生まれたそうだ。はがきに男を生んでくれ，子ど 
もをしっかり育てよ，子どもを可愛がれ，子どもの側で暮 
らせるのが一番の幸せと思えといつも子どものことが書か 
れていた。家族を思いながら，精いっぱい任務に励む兵士 
の気持ちが悲しいと思う。結局，捕虜としてとらえられシ 
ベリアへ送られてしまってもどることがなかった。戻って 
きた人でも戦争で傷を受け，傷痍軍人となった人も多い。亡 
くなったのは昭和24年で死亡通知が昭和30年の戦後10年し 
てから届いた。遺骨はなく髪の毛一束だけが帰ってきたそ 
うだ。なんとも言えない気がした。 
　Ｍさんは今81歳。一人で４人の子どもを育ててきた。今， 
満州からのはがきは仏壇にしまってある「家宝」だそうだ。 

12月14日 

　Ｍさんから聞いた傷痍軍人について母親に聞いた。母親 
が子どものころは町のあちこちでアコーディオンを弾いた 
りして，生活資金募金活動をしていたという。でも昭和37 
年頃で，全部姿を消したそうだ。 
　碧南市戦争遺族・傷痍軍人の会があることをＭさんから 
聞いた。それでそこの人に傷痍軍人が街角から姿を消した 
理由を尋ねた。遺族恩給や傷痍軍人の保償金制度が整った 
ため，募金活動を取りやめるよう厚生省から通達があった 
という。 
　また，集まった資料の中の石川徳吉さんやＭさんのご主 
人の死亡告知書が昭和30年に発行されているのは，政府が 
この年で帰還兵士の決着をつけたのではないか。 

１月20日 

●資料8／Ａ子の取材活動と課題追究「21世紀への贈り

もの」ファイルより
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を明らかにしていく童話を作成した（資料10）。

卒業を控えた２月末に，全員が資料と戦争

童話23編を打ち終えた。

３月22日「21世紀への贈りもの」と題した

一冊の本が完成した（写真2）。生徒は既に卒

業した後であったが，この日登校し，資料を

提供してくれた地域の高齢者の方々に配った。

Ａ子もはがきの提供者Ｍさんに早速届けた。

配本の様子を新聞記者に取材されたＢ男は

「戦争は大変怖いです。いけません。」と記者

に答えることができた。

教　師 みなさんが出会った戦争体験者の人たちの体験をどう思いますか。 

Ｅ　男 ぼくのおじいさんは11月に亡くなった。ちょうどぼくが戦争のことを聞いていた頃だ。「おじい 
ちゃんはなぁ，ここらへんの部隊の少佐でなぁ，一人も戦死者を出さなかったんじゃぞ」と何べ 
んも何べんも聞かされた。ゲームに夢中でちゃんと聞いてあげられなかったことがいかん。じい 
ちゃんが死んだ今，僕はこのことを後悔している。 

Ａ　子 満州からのはがき15通をみんなで読んで照らし合わせた。子どもの様子を尋ねる父親の気持ちは 
切実だった。おできが治ったかとか，今度生まれてくる子は男だったら誠，女だったら順子と名 
づけよとか，寂しくとも楽しく暮らせよと励ますことが，自分の励みにもなっていたんじゃない 
かと思う。残されたＭさんは「赤紙」一つで旦那さんを失って女一人で子どもを育てるのは大変 
だったと思う。戦争のためにどうしてそんな思いをみんながしなければならないのか。 

D　子 私のおじいさんは16歳の頃，豊川海軍工廠で仕上げ工として働いていた。昭和20年８月７日にＢ 
29に豊川海軍工廠が襲撃され，その時のことを詳しく書いてくれた。「赤黒い塊」が道路に落ち 
ていて，それが顔，手，足のない人間の胴体だけだったこと，友達の腐った死体をトラックで収 
容した時，死体はほとんど両目が飛び出して，カエルのような形で骨が出て，手足が無くて，ト 
ラックの荷台が死体の体液でべとべとして何ともいえない臭みだったことが私には忘れられない。 
「米軍資料日本空襲の全容」という本に，豊川海軍工廠の襲撃作戦任務があった。 
131機のＢ29の出撃で成果は多大と書いてあった。この資料で1944年からアメリカはマリアナ基 
地から日本への空襲を始めて，岡崎，名古屋，大阪，東京などをどんどん爆撃したことが分かっ 
た。あまりの爆弾と出撃したＢ29の多さに驚いた。 

Ｃ　男 匿名希望のＱさんは150人の部隊で満州の集落に進軍した時のことを語ってくれた。村人に銃剣 
を突き付け有無を言わせずに立ち退かせたり，年寄りも女も赤ん坊にまで持てる限りの家財道具 
を手持ちにさせたり，働けるもの20名ぐらいを問答無用で連行して家の改造につかせたそうだ。 
毎日毎日朝から日が暮れるまで銃でこづき，怒鳴り散らして作業させたという。近くに住むおじ 
いさんがこのような戦争を体験しているとは知らなかった。中国の人たちは日本兵の「討伐」の 
もとで，厳しく尋問されたり，炊事用品を没収され可哀想だと思う。 

●資料9／第６時　「平和を考えよう」の授業記録

●資料10／Ａ子が中心となって作成した戦争童話の一部
●写真2／完成した「21世

紀への贈りもの」
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（1）考察

ア　平和社会について自分なりに考えが持てた

か

平和社会について主体的に考え，行動する

生徒の育成に寄与できたかを判断するために

単元の進行に伴ってアンケートを逐次実施し

た。資料11のアンケート結果を見ると，収集

した戦争体験談や資料提供者への取材から生

まれる気づきから課題設定，追求，話し合い

の授業を経て，現在の自分の考え，気づきへ

と深まっていくことが読み取れる。

本実践後Ａ子は「過去の真実を知り地域の

歴史を知りました。私は戦地からの手紙をワ

ープロで打ちました。（略）きびしい軍隊生

活の中で故郷からの手紙を読んで『そっと』

心中に秘め，子どもへの想いをさらに胸に積

もらせた。遺族の長男Lさんは，今になって

も父からの15通のはがきが生々しくて，読む

ことができないという。戦争は家族を砕いて

しまう。」とレポートに記す。

地域に点在する戦争体験談や資料を直接収

集することが，戦時の実際を認識させる契機

となり，生徒の戦時への関心は高くなってい

った。

戦争体験談・資料収集活動に続いて，戦争

体験者から直接話を聞いたり，疑問に思った

ことを尋ねることにより，自己と当事者の認

識の相違に気づいた生徒たちであるが，さら

に激動の時代を必死に生き抜こうとした人々

の努力や生き抜くことの難しさを多面的・多

角的にとらえることができた。自主的に数回

の取材活動を重ねた生徒たちであるが，この

自主的な取材活動こそが自分の意見を再吟味

させ，より深化した考えを育んだともいえる。

本単元において，平和について考えようと

いう気持ちが「平和は当たり前」と考える生

徒の中に育っていったといえる。

イ　平和社会について主体的に関わり行動でき

たか

①メディアの活用という視点からの考察

「21世紀への贈りもの」の作成・配本を新

聞４社が取り上げ，地方版で報道したので発

信の輪が広がり，生徒は自分たちの活動に自

信を持つことができた（資料12）。

自分で収集した資料のワープロ打ちを終え

たＢ男は，自分の考えをワープロで次のよう

に打った。

「ワープロができたことがうり
．
しい。戦争は

いやだ。こういうことはなんでやったのか。

うり
・

しいよありがとう、ワープロは便利だ。」
（注）「り

．
」は原文のまま

5 研究の成果と今後の課題

●資料11／平和をこのように考えると意識しましたか

●資料12／読売新聞記事
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Ｂ男は，人差し指で１時間に平均15字程度

打ち続けていった。打っては資料の文字と違

え，削除キーで消しすぎてはまた前の部分か

ら打ち直す。フロッピーに保存したり，読み

込むのもファンクションキーやマウスを使わ

ねばならない。決してたやすい作業ではない。

今までなら棒を折ってしまうことが多かった

Ｂ男であるが，戦争を伝えたいという自分な

りの「思い」から，皆に読めるような活字に

変換するという責任と自分の思いを文字にで

きるという喜びを持つことができたからこそ

「行動」が継続したといえよう。

②生徒の思いを重視する問題解決学習という

観点からの考察

資料13に示すように，生徒の思いを記した

「21世紀への贈りもの」ファイルの蓄積が手

がかりになったといえる。

Ａ子のように平和に暮らせる尊さ・生命の

喜び，平和創造をし続けていく責務について

書いた生徒は多い。

一人調べや授業で感じたことや疑問などの

記述を朱書きで助言を加え，次時に活用でき

るよう蓄積させていくポートフォリオを活用

することで，自分の学習の蓄積や次への課題

がはっきりし，平和を主体的に考え，発信活

動へと発展していったといえる。

Ａ子を中心としたグループは15通のはがき

をもとに，少年と祖母の語りから戦時へ思い

を馳せ，筆まめな一人の戦士の生き方を原稿

用紙45枚分につづった。銃後の家族へあてた

思いが切々と伝わるものである。

戦争童話制作は，自分たちの収集した資料

や体験談から，平和に対する自分の「思い」

を自分の言葉で創作していった主体的な行動

であったといえる。

地域の方々からは「21世紀への贈りもの」

を送ってくださいと要望をいただき，各図書

館・福祉施設・老人施設・各小中学校・各新

聞社・個人等97箇所に送付した。感想を31通

の手紙やはがきで寄せて頂いた。

「図書館に寄贈して地域の方々に読んでい

ただきたい」（図書館長）「生徒の手でこれほ

どの編集ができるとはすごい」（某書店）と

評価され，平和発信の一端を担うことができ

た本中学生であった。

以上の点から平和に対する思いを地域社会

に発信できた行動といえる。

（2）課題と今後の取り組み
平和社会について考え，主体的に行動する

生徒の育成をめざして，生徒にとって生命の

危機が随所に感じられる衝撃的な戦時資料の

収集，取材，一人調べ，話し合い，発信など

の平和単元構成を通して実践してきた。

そして，生徒の残した「21世紀への贈りも

の」や23編の戦争童話をＣＤに書き込む作業

を在校生が受け継ぎ，さらに数百点に及ぶ追

加資料を収集し，小学生や障害者の人々も含

め，多くの人々に戦争を語り継ぐことを継承

している。

さらに広く継承していくために，未だ掘り

起こされていない風化しつつある地域の戦争

体験・資料を収集し，誰にでも分かりやすく

整理する工夫と平和教育に生かす努力を今後

いっそう進めていく必要がある。

　戦争は遠い大昔に遠い地で起こった出来事 
というくらいで自分と関係が薄いものだと思 
っていました。しかし，この編集をすること 
で，戦争での食糧不足や空襲や出兵などで家 
族や友達とのつらい別れを経験したお年寄り 
の生の声を聞きました。そして，戦争は遠く 
離れた地ではなく，私の住んでいる町でも同 
じように起こっていたということを実感しま 
した。また，戦争は遠い大昔の出来事ではな 
く現代の出来事なのです。今も地球で戦争を 
しているのです。戦争という過ちに気づいて 
ほしいと思います。 
　私はこの編集で生きているありがたさも知 
りました。 
　私たちはこのようなことを今もこれから先 
もずっと伝えていかなければなりません。そ 
して，戦争の苦しみを味わった人々の期待を 
うらぎらないように，良い世の中を創らなけ 
ればならないと思います。 

●資料13 A子の感想




